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年頭のご挨拶

前関東森林管理局長 臼杵 徳一



新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
新
潟･

福
島

集
中
豪
雨
、
台
風
12
、
15
号
等
に
よ
り
、

関
東
森
林
管
理
局
管
内
に
お
い
て
も
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
被
災

さ
れ
た
方
々
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
管
内
で
も
福
島

県
相
馬
市
の
松
川
浦
海
岸
防
災
林
（
面
積

56
㌶
、
主
要
樹
種
ク
ロ
マ
ツ
）
の
立
木
が

消
失
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、

現
在
に
お
い
て
も
福
島
第
一
原
発
事
故
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
仮
設
住

宅
用
の
丸
太
杭
、
合
板
・
製
材
用
素
材
の

安
定
的
な
供
給
、
地
域
の
雇
用
の
場
の
確

保
や
早
期
の
事
業
発
注
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
海
岸
防
災
林

の
復
旧
、
生
活
圏
に
隣
接
し
た
森
林
に
お

け
る
放
射
性
物
質
の
除
染
、
除
染
土
壌
等

の
仮
置
き
場
用
地
と
し
て
の
国
有
林
の
提

供
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
市
町
村
等
と
連

携
し
、
組
織
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

ま
た
、
大
陸
と
一
度
も
陸
続
き
に
な
っ

た
こ
と
が
な
く
、
世
界
的
に
貴
重
な
固
有

種
が
数
多
く
生
息
・
生
育
し
て
い
る
小
笠

原
諸
島
が
６
月
に
世
界
自
然
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
、
国
有
林
で
は
、
屋
久
島
、
白

神
山
地
及
び
知
床
に
続
く
４
箇
所
目
の
世

界
自
然
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
末
永
く

維
持
さ
れ
る
よ
う
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生

態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
ア
カ

ギ
等
の
外
来
種
の
駆
除
な
ど
、
森
林
生
態

系
の
保
全
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
年
は
、
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
の
実
行
元
年
で
あ
り
、
同
プ
ラ
ン
を

実
現
す
る
た
め
の
森
林
法
の
一
部
改
正
、

森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
な
ど
、

森
林
・
林
業
に
お
い
て
重
要
な
年
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
地
域

を
挙
げ
た
森
林
・
林
業
再
生
を
実
現
す
る

た
め
、
「
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
し
て
、
森
林
共
同
施
業
団
地
の

設
定
、
林
地
残
材
等
の
有
効
利
用
な
ど
、

一
署
一
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

主
要
林
業
県
に
お
い
て
、
「
民
国
連
携
・

地
域
林
業
再
生
意
見
交
換
会
」
を
地
方
自

治
体
、
林
業
・
木
材
業
関
係
者
等
と
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
市
町
村

の
森
林
整
備
計
画
の
作
成
支
援
を
行
う
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
候
補
者
で
あ
る
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
や
林
業
専
用
道
技
術
者
の
育
成
の
た

め
の
研
修
に
つ
い
て
、
利
根
沼
田
森
林
管

理
署
を
拠
点
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
に
は
、
国
有

林
職
員
を
含
め
管
内
各
都
県
の
森
林･

林

業
担
当
者
72
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
よ
り
一
層
推
進

し
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
を
支
援

す
る
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
組
織
・
事

業
の
全
て
を
一
般
会
計
に
移
行
す
る
た
め

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
関
係
者
や
民
有
林
と
の
一
層

の
連
携
強
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る

施
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
普
及
等
に
よ
る

森
林･

林
業
再
生
へ
の
貢
献
、
国
産
材
の

新
規
需
要
開
拓
と
安
定
供
給
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
国

有
林
職
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
森
林
・

林
業
を
牽
引
す
る
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
対
す
る
社
会
の

要
請
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
も
多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担
っ
て

き
た
管
内
国
有
林
を
今
後
と
も
国
民
共
有

の
財
産
と
し
て
適
切
に
管
理
し
、
国
民
の

皆
様
か
ら
の
負
託
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
年
頭
に
当
た
り
、
所
感
の
一
端

を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９４号（２）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
開
か
れ
た

国
民
の
森
林
」
の
実
現
に
向
け
、
国
有
林

野
等
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の

意
見
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
議
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
去
る
11
月
16
日
（
水
）
に
、

各
地
域
の
代
表
市
町
村
長
や
林
野
庁
幹
部
、

関
東
森
林
管
理
局
幹
部
及
び
署
長
等
が
出

席
し
、
東
京
都
江
東
区
の
木
材
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
議
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

会
議
開
始
前
に
、
会
場
近
隣
の
「
木
材
・

合
板
博
物
館
」
を
訪
れ
、
木
材
全
般
、
加

工
利
用
に
つ
い
て
岡
野
館
長
に
説
明
頂
き

な
が
ら
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

博
物
館
に
は
、
世
界
各
地
の
木
材
・
合

板
の
見
本
や
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
（
丸
太
を
カ

ツ
ラ
ム
キ
し

て
単
板
を
作

る
機
械
）
な

ど
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、

参
加
者
は
熱

心
に
説
明
を

聴
い
て
い
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
林
野
庁
よ
り
、
森
林
法
改

正
や
震
災
対
策
、
予
算
等
の
最
新
情
報
を
、

関
東
森
林
管
理
局
よ
り
、
森
林
共
同
施
業

団
地
や
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
等
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
し
、
出
席
市
町
村
長
と
森

林
・
林
業
全
般
に
関
す
る
こ
と
、
国
有
林

野
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
情
報
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
森
林
整
備
の
推
進
対
策
や
、
木

材
の
利
用
促
進
（
公
共
建
築
物
の
木
造
化

推
進
や
広
葉
樹
の
利
用
等
）
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
伴
う
森
林
除
染
等
が
話
題

と
な
り
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
国

民
視
点
に
た
っ
た
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
の
再

生
に
向
け
て
、
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
深
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
に
か
け
て
の
２
年
間
活

動
し
て
頂
く
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
70

名
募
集
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
頂
い
た
皆
様
に
は
、

国
有
林
野
事
業
に
関
す
る
情
報
や
資
料
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
な
ど
を
配
信
す

る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ
の
ご
協
力
等

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
１

回
開
催
さ
れ
る
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
ご
出
席
や
、
国
有
林
野
事
業
や
森
林
・

林
業
へ
の
想
い
を
寄
稿
頂
い
て
お
り
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/apply/publ

icsale/kikaku/m
onitor.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
条
件

○

関
東
森
林
管
理
局
管
内
（
福
島
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新
潟

県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
）
に
お
住
ま
い

で
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
心
が

あ
る
成
人
。

○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
びE

-m
ail

を
利

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
方
で
、PDF

フ
ァ

イ
ル
や
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
で
作
成
し

た
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
可
能
な
方
。

多
く
の
方
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た

方
に
は
ご
遠
慮
頂
い
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

左
記
必
要
事
項
記
載
の
上
、
平
成
24
年

２
月
20
日
（
必
着
）
迄
に
、
左
記
ア
ド
レ

ス
へE-m

ail

に
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

必
要
事
項

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
性
別

③
生
年
月
日

④
住
所
（
郵
便
番
号
）

⑤
電
話
番
号
（FA

X

番
号
）
、

⑥E-m
ail

ア
ド
レ
ス

⑦
職
業

⑧
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か
け

⑨
応
募
の
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
森
林
管
理
局

企
画
調
整
室

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

電
話

０
２
７-

２
１
０-

１
１
５
０

E-m
ail:kanto_kikaku@

rinya.m
aff.go.jp

（３）平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９４号

ベニヤレース

挨拶をする臼杵前局長

平成23年度に開催したモニター会議の様子

企
画
調
整
室

企
画
調
整
室

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/apply/publicsale/kikaku/monitor.html


赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡

第
4
回
（
赤
谷
の
森
管
理
経
営
計
画
書
）

前
回
ま
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取

組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は

新
た
に
策
定
し
た｢

赤
谷
の
森
管
理
経
営

計
画
書｣

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
赤
谷
エ
リ
ア
を
含
む
群
馬

県
北
部
に
位
置
す
る
国
有
林
の
今
後
5
カ

年
に
お
け
る
森
林
の
取
り
扱
い
を
定
め
る

森
林
計
画
等
の
策
定
の
年
に
当
た
り
、
そ

の
一
部
と
し
て
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
内
容
と
今
後
の
森
林
の
取

り
扱
い
を
定
め
た
「
赤
谷
の
森
管
理
経
営

計
画
書
」
を
新
た
に
別
冊
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

こ
の
計
画
書
に
は
他
の
計
画
書
と
異
な

る
以
下
の
3
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

計
画
作
成
当
初
よ
り
協
定
３
者
が
参
加

従
来
の
計
画
で
は
、
国
が
計
画
案
を
作

成
し
た
段
階
で
国
民
に
対
し
公
告
・
縦
覧

し
、
意
見
を
聴
い
た
上
で
作
成
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
作
成
し
た
別
冊
に
つ
い
て

は
計
画
の
検
討
段
階
か
ら
協
定
３
者
で
打

ち
合
せ
を
重
ね
、
取
り
ま
と
め
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全
と
木
材
生
産
の
両

立
を
目
指
し
た
森
林
の
取
り
扱
い
を
記
載

生
物
多
様
性
の
保
全
と
木
材
生
産
を
両

立
す
る
た
め
、
森
林
を
3
つ
に
区
分
し
、

そ
の
取
り
扱
い
を
記
載
し
ま
し
た
。

①

自
然
の
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
森
林

は
、
原
則
と
し
て
自
然
の
ま
ま
に
し
ま

す
。
（
約
７
千
㌶
）

②

人
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
工
林

の
う
ち
、
木
材
生
産
に
向
い
て
い
る
地

域
に
つ
い
て
は
、
当
面
人
工
林
と
し
て

維
持
し
ま
す
。
（
約
９
０
０
㌶
）

③

そ
れ
以
外
の
人
工
林
は
、
本
来
あ
る

べ
き
自
然
林
（
約
２
千
㌶
）
に
誘
導
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
誘
導
す
る
方
法

と
し
て
、
当
面
は
植
栽
に
頼
ら
ず
、
自

然
の
遷
移
の
力
を
利
用
し
て
、
自
然
木

を
進
入
さ
せ
る
た
め
の
間
伐
を
繰
り
返
し

ま
す
。

順
応
的
管
理
に
つ
い
て
明
記

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
れ
ま
で
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
、
人
工
林
の
自
然
林
へ

の
復
元
、
治
山
ダ
ム
中
央
部
撤
去
等
に
よ

る
渓
流
環
境
の
復
元
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
は

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
果
が
出
る
ま
で

に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
順
応
的
管
理
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
い
て
計
画
を
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は｢

最
新
の
知
見
か
ら
計
画
、

実
行｣

→｢
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
途

中
経
過
の
評
価
検
証｣

→｢

柔
軟
な
計
画
の

見
直
し｣

。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
繰
り
返
し

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

科
学
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
・

林
業
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
情
勢
や
世
論

と
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
柔
軟
に
計
画
を

見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
森
林
に
ふ

さ
わ
し
い
管
理
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
る
目
標
の

実
現
に
向
け
た
管
理
経
営
を
行
う
こ
と
を

明
確
に
し
た
本
計
画
書
の
策
定
は
、
予
算
、

実
施
主
体
、
手
法
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課

題
も
多
い
が
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
と
関
係
者
か
ら
も
評
価
を
頂
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
一
度
「
赤
谷
の
森
管

理
経
営
計
画
書
」
に
じ
っ
く
り
目
を
通
し

て
頂
い
て
、
多
く
の
ご
意
見
を
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９４号（４）



群
馬
県
中
之
条
町
入
山
の
国
有
林
内
に

あ
る
野
反
湖
周
辺
は
、
上
信
越
高
原
国
立

公
園
の
第
二
種
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
51
年
に
は
野
反
自
然
休
養
林

に
も
指
定
さ
れ
豊
か
な
自
然
が
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
反
湖
は
東
京
電
力
が
発
電
用
水
調
整

池
と
し
て
国
内
初
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

を
建
設
し
昭
和
31
年
か
ら
運
用
し
て
い
る

ダ
ム
湖
で
す
が
、
ダ
ム
の
出
来
る
前
は
野

反
池
と
呼
ば
れ
る
周
囲
４
㌔
㍍
ほ
ど
の
池

を
囲
ん
で
湿
原
が
形
成
さ
れ
、
ツ
ル
コ
ケ

モ
モ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
チ
ン
グ
ル
マ

な
ど
多
く
の
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

し
た
。
大
井
次
三
郎
、
武
田
久
吉
、
久
内

清
孝
と
い
っ
た
今
も
そ
の
名
が
残
る
植
物

学
者
が
調
査
に
訪
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す

ダ
ム
湖
が
完
成
し
た
昭
和
31
年
に
は
当

時
と
し
て
は
最
新
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
備
え

た
野
反
湖
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
設
さ
れ
、
国

鉄
長
野
原
駅
か
ら
定
期
バ
ス
が
運
行
し
、

「
知
る
人
ぞ
知
る
」
存
在
だ
っ
た
野
反
池

か
ら
、
公
共
の
交
通
機
関
で
手
軽
に
足
を

運
べ
る
野
反
湖
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

昭
和
31
年
と
い
え
ば
経
済
企
画
庁
の
経

済
白
書
『
日
本
経
済
の
成
長
と
近
代
化
』

で
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
。
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
が
戦
後
復
興

か
ら
経
済
の
成
長
へ
と
軸
足
を
移
す
過
程

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
父
が
『
野

反
湖
ヒ
ュ
ッ
テ
』
を
経
営
す
る
こ
と
に
な

り
、
当
時
、
小
学
一
年
だ
っ
た
私
は
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
夏
休
み
の
多
く
の

時
間
を
『
野
反
湖
ヒ
ュ
ッ
テ
』
に
訪
れ
る

お
客
様
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
り
釣
り
を

し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
49
年
か
ら
『
野

反
峠
休
憩
舎
』
を
経
営
し
た
こ
と
で
、
国

有
林
や
保
安
林
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、
豊
か
な
自
然
を
ス
キ
ー
場

や
ゴ
ル
フ
場
に
開
発
す
る
時
代
が
続
き
、

気
が
つ
く
と
各
地
で
多
く
の
動
植
物
が
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
、
自
然
景
観
が
失
わ
れ

ひ

ん

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
野
反
湖
周
辺
に
も

ス
キ
ー
場
の
開
発
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、

国
有
林
内
の
保
安
林
と
い
う
事
情
も
あ
り

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

で
は
地
元
の
中
学
生
が
『
地
域
ふ
れ
あ
い

学
習
』
の
一
環
と
し
て
植
栽
し
た
７
万
本

以
上
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
花
が
風
に
揺
れ
、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
湖

畔
を
彩
り
、
お
客
様
が
「
私
は
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
に
も
行
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
こ

ん
な
す
ば
ら
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
」
と
、
感
嘆
す
る
自
然

が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
『
野
反
峠

休
憩
舎
』
の
経
営
を
は
じ
め
た
当
時
は
、

時
に
窮
屈
に
感
じ
た
国
有
林
や
保
安
林
の

規
制
で
し
た
が
、
今
は
国
有
林
で
あ
れ
ば

こ
そ
開
発
さ
れ
ず
に
残
っ
た
野
反
湖
周
辺

の
自
然
景
観
を
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ

う
、
人
と
自
然
に
心
を
配
っ
た
林
野
行
政

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（５）平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９４号

地元の中学により植栽されたシラネアオイ

野反池の全景（昭和29年8月28日撮影）

ニッコウキスゲの咲く湖畔

湖畔を彩るレンゲツツジ



私が担当している勿来森林事務所は、福島県いわき
な こ そ

市の南部に位置し、茨城県境付近の国有林約1,900㌶

を管轄しています。

当事務所管内の特徴は、風光明媚な四時川風致探勝
し と き

林、海岸の潮害防備保安林（津波・高潮などによる被

害や強風による海水の塩分被害を防止するために配備

し指定された森林）、スギ・ヒノキの木材生産を主た

る目的とした林業経営を行う森林など多岐にわたって

います。

四時川風致探勝林は、春は新緑、秋は紅葉等一年を

通して色々な顔を見せてくれます。例年、４月末には

四時川下流にある四時ダムにおいて、ダム祭りが開催

され、多くの人で賑わいを見せます。

当事務所は、本署といっしょに国有林のパネル展示

や「モックン」（木の枝などを人に見立てて作るキー

ホルダーなど）作り等を通じ、地域の人々との交流等

を図ってきました。昨年は、東日本大震災の影響から

ダム祭りの開催は見合わせとなりましたが、それに代

わる催しとして「がんばっぺinしとき」と銘打ったミ

ニイベントが開催され、当事務所も参加し、小規模な

がらパネル展示を行いました。

なだらかな海岸線が続き、砂浜がきれいなことなど

から勿来県立自然公園の指定を受けている潮害防備保
な こ そ

安林は、マツクイムシの被害などにより高齢のクロマ

ツが枯れてきましたが、枯れた木を伐ってそこに新た

な苗木を植えるという改植を進めながら維持・管理を

しています。

今回の大震災による津波の被害で老木が折れたり、

林内にゴミが流れ込むなどしましたが、地域の皆さん

とともにゴミを取り除くなど復旧に向けて取り組んで

います。

また、当事務所管内には目兼スギ展示林があります。
め が ね

この展示林は明治時代に植栽され、昭和４年には、林業試験

場技師の河田博士の指導により間伐の試験地（学術参考林）

に指定し、これまで４回の間伐と１回の択伐（成長に伴い混

み合った林の立木を一部抜き伐り整備）を実施しています。

6.74㌶の区域に樹高30㍍以上、胸高直径70㌢㍍（幹周り21

0㌢㍍)級のスギが占める森林となっていることから、林業関

係者等が視察に訪れたり、森林教室のフィールドなどとして

利用しています。機会がありましたら是非訪れてください。

昨年４月に当事務所に赴任して９か月余りになりますが、

大震災の復旧・復興と原子力発電所事故の早期収拾等まだま

だ先の見えない状況にあります。

今後、崩落地の復旧や森林の放射能除染等多くの課題に対

応しなければならないと思いますが、できることからひとつ

ひとつ解決し、目兼スギのような森林を後世に残せるよう頑

張りたいと思います。

な こ そ

風光明媚な四時川風致探勝林
し と き

目兼スギ展示林
め が ね

例年ダム祭りが開催される四時ダム

平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９４号（６）

津波被害を受けた潮害防備保安林



山梨県甲府市街からほど近いレクリエーションの森

「甲府自然休養林」内に、昔の人々の信仰の深さを感じ

させる「深草観音」があります。

ＪＲ中央本線甲府駅北口からバスに乗り約15分、終点

の積翠寺バス停で下車。武田信玄公が産湯をつかったと
せ き す い じ う ぶ ゆ

伝えられる積翠寺を正面に見ながら、右手に折れ、しば

らく行くと、深草観音に通ずる遊歩道となります。深草

観音には徒歩１時間程で到着します。

平安時代後期から江戸時代にかけては、観音信仰が盛

んで、多くの人が旅をしながら観音霊場の札所を巡った
ふ だ し ょ

と言われています。この地は、要害山の南麓に位置する

瑞岩寺の跡地で、この一帯は岩肌が露出し、岩の壁面が
ず い が ん じ

作り出す自然空間は幽玄で荘厳な霊場としての雰囲気を

演出しています。

深草観音は、高さ数十㍍もの巨岩の中腹をくりぬいて

つくられた瑞岩寺の奥の院「深草観音堂」に祀られてお

り、甲斐国観音霊場６番札所で、別名、「岩堂観音」と

も呼ばれています。

以前、観音堂の中に安置されていた御本尊の「岩堂十一面

観世音菩薩」は、現在、瑞岩寺に保管されており、岩穴の中

には、身代わりに聖観音、千手観音、如意輪観音などの観音
しょうかんのん せ ん じ ゅ か ん の ん に ょ い り ん か ん の ん

像が祀られています。

御本尊は、高さ一寸八分（5.4㌢㍍）と小さいものですが、

33年に１度開帳される秘仏となっています。

また、毎年４月17日には、奥の院に移され「深草観音まつ

り」が開かれ、県内外から参拝者が訪れ、多くの信仰を集め

ています。

（山梨森林管理事務所 広報広聴連絡官 神林弘之）

観音堂（岩穴の中にあります）

「深草観音堂」に架かるはしご

（７）平成２４年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９４号

冬
の
森
林
・
冬
芽
の
観
察

冬
季
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン

実

施

日

平
成
24
年
２
月
19
日
（
日
）

開
催
場
所

赤
谷
の
森
（
い
き
も
の
村
ほ
か
）

集
合
場
所

関
東
森
林
管
理
局
（
前
橋
市
）
又
は

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
（
沼
田
市
）

参
加
資
格

小
学
４
年
生
以
上

（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

イ
ベ
ン
ト
名
「
赤
谷
の
森
自
然

散
策
」
及
び
参
加
者
全
員
の
①
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日
（
年
齢
）

③
性
別
④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

⑦
希
望
す
る
集
合
場
所
を
、
当
セ
ン
タ
ー

担
当
者
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
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年
２
月
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日
（
月
）

参

加

費

無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

担
当:

竹
田
・
星
田

〒
378-

0018
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